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概要

ベクトル呈子化話者適応アルゴリズムを時間遅れ神経回路網(TDNN)を用いた音韻認鏃へ適用する。

TDNNへの適用にあたってはTDNNの入カパラメータの比較、ベクトル逗子化を用いた場合のTDNNの棋成の検討を行

う。入カパラメータとしては、 FFT、LPC分析によるスペクトルとケプストラム、自己相関係数の比較を行う。また、

ベクトル呈子化を用いた場合のTDNNの構成としてパラメータ入力、ベクトル並子化の符号を入力とするTDNNを検討

し話者適応化を適用する。音韻バランス216単語、重要語5240単話、国際会議申し込みに関する会話文を用いて有声破

裂音/b,d,g/の認識実験を男女計4名の話者について行った。この結呆、 (l)TDNNの入カパラメータの形式については、周

波数領域のパラメータが保れている。周波数領域で表現されていれば、 FFTでも、 LPCの分析方法でも大差がない。 (2)

ペクトル歪子化をTDNNに適用する場合、符号列入力形式のTDNNよりもパラメータを入力とする TDNNが倍れてい

る。ペクトル呈子化としては、フ Tジイベクトル呈子化を用いることでベクトル丑子化による認飴率の劣化を改善でき

る。 (3)ベクトル益子化話者適応アルゴリズムをTDNNに適用した結果、男性間と男女間の平均で78.7%の認飴率が得ら

れ、話者適応化が有効に行えることが明かとなった。
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表5.各種発声速度における音韻認識率 /b,d,g/

Table 5 Phoneme recognition rates for various speaking speed /b,d,g/ 

(l)Word (2)Sentence DSB (3)Sentence DSC 

TDNN-1 TDNN-1 TDNN-2 
HMM 

TDNN-1 TDNN-1 TDNN-2 
HMM 

TDNN-1 TDNN-1 TDNN-2 
HMM 

noVQ FZVQ FZVQ noVQ FZVQ FZVQ noVQ FZVQ FZVQ 

MAU 99.1 97.9 95.9 96.0 92.0 90.6 86.0 87.8 84.6 84.8 82.1 

MHT 99.2 97.9 96.9 95.6 92.7 85.0 92.9 93.3 81.6 

FSU 95.4 92.1 89.6 92.9 80.0 80.3 85.6 76.8 76.8 

Average 97.9 96.0 94.1 93.5 87.8 83.8 87.7 85.0 80.3 
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表6.話者適応化音韻認識率 /b,d,g/

Table 6 Speaker Adaptation Results /b,d,g/ 

TDNN-1 TDNN-2 HMM 

NO Adap Adap Depen- NO Adap Adap Depen- NO Adap Adap Depen-

Adap hard VQ FZVQ dent Adap hardVQ FZVQ dent Adap hardVQ FZVQ dent 

MAU→ 80.0 82.3 84.3 99.2 33.1 60.3 64.8 96.9 79.2 80.0 83.1 97.6 

MHT 

MHT→ 42.6 71.3 73.0 95.4 30.8 56.7 65.5 89.6 38.0 76.2 75.9 95.5 

FSU 

Average 61.3 76.8 78.7 97.3 32.0 58.5 65.2 93.3 58.6 78.1 79.5 96.6 
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